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財務報告に係る内部統制の重要な欠陥に関するお知らせ

当社は、平成 22 年 6 月 24 日に関東財務局に提出した平成 22 年３月期の内部統制報告書に重要

な欠陥がある旨を記載いたしましたので、お知らせいたします。

記

１．重要な欠陥の内容等

当社及び連結子会社において財務報告の信頼性に関するリスクの評価と対応を完了させることが

できなかったため、全社的な内部統制に不備が存在します。当該内部統制の不備は、財務報告に

重要な影響を及ぼす可能性が高く、重要な欠陥に該当すると判断いたしました。

２．事業年度末日までに是正できなかった理由

当該連結子会社について内部統制報告制度に対応する文書化や規程の整備が遅れたためでありま

す。これらの不備は、平成 22 年２月に当社社長が変わって以降、急速に改善・整備されつつあり

ますが、時間的制約から結果的にリスクの評価と対応を完了させることができなかったものであ

ります。

上述のとおり、一部の子会社に全社的な内部統制の不備がありますが、業務プロセスに係る内部

統制は牽制・チェック機能を効かせた業務が遂行されており、かつ、当社財務経理部において決

算数値の精査がなされておりますので、連結子会社の財務諸表の適正性そのものは確保されてい

ると判断しております。

３．重要な欠陥の是正内容



上記にて記載した内部統制報告制度に対応する文書化や規程の整備については、平成 22 年４月か

ら５月にかけ基本規程が整備され運用が開始されております。平成 22 年度第２四半期から第３四

半期にかけて評価を実施し、平成 22 年度第４四半期に最終評価を行います。

４．財務諸表の監査報告における監査意見

無限定適正意見であります。

以 上


